
毎週火曜日14時からの当センターが提供し   若年層の現聴率が関東近県では一番甲FMヨコハマを活用  

ている」地元FM放送局「FMヨコハマ」の番組  し、血液が不足したときなどに献血への協力を呼掛け、血液の  
17    一般県民・高校生・大学生のリスナー           を活用し、夢考様からの「ありがとう」のメッ  安定供給を図る。   
セージの放送や献血に関する情報等を放送  
する。  

大学生（ボランティアクラブサークル）・社会  ‖月開催予定、参加大学校柑校（平成21年度実績14大学  
大学献血に原力をいただいている県内の各 大学の生ボランテアを川の  
学ィ神奈観光名  

18．    所である「横浜みなとみらい」地区のイベント 会場に集め 
、ボランティア活動としての献血を  

県民にアピールする「第7回ポーランティアフエ  

ステイ／くル（ポラフエスタ）」を開催する。  

第7回ボランティアフェステイ／くル（ボラフェス  大学生10．000人（平成21年慶大学献血実績：大学32大学  

タ）に参加してくれた大学隼を核とし、自校で  174回、6．655人）   

19    の献血実施時には学内での広報応援をお願  
いし、献血未実施大学では大学内献血の実  
施に向けて協力を依頼する。   

（訃献血協賛企業推進対策  

・ヾ】ゝ 予 凍壊2セ年度巨療（車値仁   

都市圏では1つの集合ビルに、テナント企業が  
口   数社入っているので、集合ビルでの献血を実  新規法人100社   
施する。   

現在献血に協力をいただいている企業や団  
グルー・プ企業   

2   体等からのグループ企業等新規企業の紹介  2b社   

してもらう。  

県内には工業団地が76団地あるが、献血に  
協力をいただけていない工業団地もある。そ  

3    こで、エ集団地の組合を通じ、課名企業の  2回程度   

方々に集まっていただき献血への協力を呼び  
掛けるための推進会議を開催する。   

横浜みなと未来地区へ移転予定の日産、日  
4  大規模開発地区への移転予定企業の開拓   立、ゼロックスなどの企業   1d社   

「献血協力団体一覧」を年度毎に作成し、協  
5   力をし）ただいた企業や団体に配布する。   

ライオンズクラブや口Tタリークラフ等の献血  

6   推進団体の会合に出席し、地域に根付いた  20団体（平成21年度実績12回）   
献血推進活動への協力を依頼する。 

7  新規企業の複数回献血へのアブ白－チ  新規献血協力企業・団体の参加を求める  企業・団体総数を880社にする。   

（∋複数回献血者確保対策  

薄掛軸嘩（頑強トニ豆． ≡…≡秦 草薮21軽度自⑯恕齢 

口  神奈川県内で献血登録をしている方への献 血メ 
ールクラブ会員募集葉書の送付   70．000人の依板に対し年間会員登録予定7．000人以上   

2  新規に登録をいただいた全血登録者への複  
数回献血協力依輯ハガキの送付   新規全血（400mL）登録者   年間応諾予定 3，000人以上   

血液製剤の安定確保のために、献血登録者  依頬期間内に献血実施予定の街頭献血会   
3      42．000人の依秩に対し年間応諾予定 5．000人以上   ↑街頭献血でのご協力をお厭いするハガキ  場を採血希望瘍所に指定（登録）している方  
の送付   で、全血献血（400mL）登録者   

血液製剤の安定確保のために、献血登録者  献血実施予定の企業・団体に所属している   
4      40，000人の依頼に対し年間応諾予定16．000人以上   へ企業献血セのご協力をお願いするハガキ  方で（採血希望場所に指定している方）、全  
の送付  血献血（400mL）登録者   

5  突発的な血液不足時に電話による協力依頼  血小板・全血献血（400mL）登録者   4，000人の依矧こ対し年間応諾予定 2，000人以上   

6  献血メールクラブ会員への献血要請（主に緊  血小板■全血献血（400mL）登録者のメール  20，000人の依板に対し年間応諾予定 2，000人以上   急確保が必要な場合）  クラブ員   

7  複数回献血協力者確保用ポイントカードの作 成（ドナーズカ 

ード）   

年間80．000人を目標   

平日の成分献血者確保、及び複数回献血  
8   協力者確保用ポイントカードの作成（ウイーク  平日の平均受入人数を5人程度の増加   
デ「カード）   

全血献血を主体としている、鱒剰順運転  

g  複数回献血協力者確保用敵血再兵力ードの   免許試験場内設置の献血ル⊥ムでの   年間献血目標の23．000人に依頬  
発行   400mし献血者を成分献血主体の神奈川県  

内の献血ルームヘの誘導   

書  「で∵ 覇l   



④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

No二   兵体的対葦（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

サッカー教室（横浜Ftマリノス、川崎フロン  
各会場1教室10人程度で1回につき幼児1教室、小学生6教  

口   ターレ、湘南ベルマーレの協力で児童が練習  
室の午前・午後各1回、計500人   

中た保護者対象の献血実施）   

2  新規献血メールクラブ会員の募集   献血協力者全員   随時対応   

3  成分献血キャンペーン ハガキ依頼   
成分献血登録者   年間 80，000人の依頼  

（血小板及び原料血祭の確保）  20．000人の確保   

4  年末年始対策ハガキ依頼（12／23～1／10）  全血及び成分献血登録者   年間26．000人の依頬   
4．000人の確保   

5  新規献血者確保キャンペーン   全血協力者（年2回）   1回2，000人で年2回けい4．000人   

6  ゴールデンウイーク対策葉書依頼（4／29～  全血協力者   10．000人の依頼  
5／6）  2．000人の確保   

7  血小板型別不足による平日献血依頼   成分献曲登録者   随時対応   

8  神奈川県では、県とタイアップし、年2回春と 秋に「かながわ献血キャンペ 
ーン」を実施   

年2回（春二4／1～5／31、秋：10／15㌻11／30）   

県内には自衛隊の基地等関連施設が17箇  

所あり、血液製剤の安定確保には欠かせな  
9    い協力団体であるため、各自衛隊の献血へ  

の更なる理解と協力を得るため、自衛隊献血  
連絡会議を開催する。   

血液事業の現状と配車計画についての市町  

10   村の理解と協力を維持するため、保健福祉  保健福祉事務所及び市町村血液事業担当  年1回   事務所及び市町村血液事業担当者会議を  
者及びその上司。   

開催する。  

皿  神奈川オリジナルけんけつちやん着ぐるみ人  
形による献血ルーム等での広報   一般県民   随時対応   

平成22年度献血により受入れる血液の冨標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

（D若年層献血者確保対策  新烹県東＋字血液センター  

具体由対策す奉） 対＝＋卑 平成22年壌目嘩（致値）   

口  高校での献血の実施   高校生   8校   

2  献血普及講演会の実施   大学生、専門学校生、高校生   12校   

3  献血ルーム見学会の実施   大学生、専門学校生、高校生   10校   

5校   4  学生ボランティアの献血推進活動への参 ｛∩  大学生、専門学校生、高校生  
5  若年層向けリーフレットの作成   若年層   60，000部   

（訂献血協賛企業推進対策  

鶉 ∴象 車種＝2年度目渾（単極） 

l  新規献血協力事業所・団体の開拓   県内の事業所・団体  10社   

2  年2回以上実施する協力事業所の確保  県内の事業所・団体   10社   

3  新聞への献血実施お礼広告の掲載  献血協力事業所・団体   6月に掲載予定   

（∋複数回献血者確保対策  

：、ン；：′：  平成22年度目標（数嘩） 

l  複数回献血クラブ会員への献血要請      複数回献血クラブ会員  会員数500名以上   

2  はがきによる献血要   詞 日  ルームで6ケ月以上の休8民献血者  応諾者1．500名以上   

3  定例献血会場での複数回協力者確保  会場周辺地域の献血者  複数回協力者500名以上   

④その他の具体的対策（①～（9以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

目標（数値）  

献血の普及啓発、新規献血者の確保  献血PRイベントの実施  県民を対象に県内FMラジオ局の公開録音を年2回実施   

献血の普及啓発、新規献血者の確保  ラジオとタイアップした献血推進キヤン  県内FMラジオ局   

協力者の底上げ、血液不足時の献血者確保  献血ルームにおける献血者確保キヤン  県内3ケ所の献血ルーム   

血液在庫状況の周知、献血者の確保  県内ラジオ局で遇1回60秒程麿の献血情報を放送する   定期的（週1回）な献血情報の提供  

00名以上   こ献Im協ナIカード  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確廃するために必衰と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  官山県未＋辛血液センター  

畢捧的率碑） 照．言泰 平成22年虔個療（数値ト  

ハガキによる献血依頼   18～29歳の400m．L献血可能者  年間献血協力者数15．000人  

献血セミナーの開催   短大生、専門学校生、大学生   年間4回実施（200名程参加）  

若年層への献血啓発   小学生、中学生等   年間500名程度参加  

学生献血ボランティアと連携したイベントの実一  
施（サマー献血、クリスマス献血）   

300名の献血協力者を確保   

（∋献血協賛企業推進対策   

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  石川県兼＋辛血液センタ∵  

罠体杓穀寮自ト  ヰ鱒22年喪自標て数値） 

ロ  献血ポスターの募集  中学生   30校300点   

2  献血セミナー開催  大学生   70人   

3  学園簸での普及啓発  大学・短大・専門学校  5校   

4  夏休みセンター見学会  小学生・保護者   4回開催   

（訂献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

皐鍵担村衰嬢亘朝＝凍   瓢≡※象 ヰ壊2時庭目榛（数庫） 

1  キヤンペ⊥による会員募集   未登録の献血者  500人確保   

2  メールによる献血要請   複数回クラブ会員  応諾者数100人以上   

3  はがきによる献血要請   年1画の献血者   応諾音数500人以上   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  福♯県木＋字血液センタニ  

No．   具体的対策（項目名）   対∵∴象   平成22年度目標（数値）   

口  短大・大学：学内献血の増加   
学生、教員   

短大、専門学校年間1回以上  
いっしょに献血キャンペーン  大学年間2回～4回   

2  学生献血推進連盟との連携強化   学生 キャンペーン実施（年間5回）   

3  血液センター見学   小学生以上、関係者   年間10回程度   

4  若年層献血推進用パンフ、ポスターの作 砧  小中学生、関係者   
ポスター：県内全小中学校へ配布   

②献血協賛企業推進対策   

No．   具体的対策（項目名） 対 象   平成22■年度目標（数値）   

ロ  新規献血団体の開拓   献血未実施、休眠中および会場周辺企業団休  5社（団体）   

2  緊急要請可能企業、団体の開拓   血液センター周辺企業団体   5社（団体）   

3  ライオンズC、ロータリーCとの連携強化  県内全LC（28）RC＝新規開拓   LC：28巨B体 RC：3団体   

3複数回献血者確保対策   

No＿   具体的対衰（項自名） 対 象   平成22年度目標（数値）   

ロ  キャンペーン実施（新規課員募集含む）  クラブ会員、献血者   イベント企画（年間2回）、新規課員500人   

2  メール・ハガキ依頼の活用   クラブ会員、献血者   メール：年間20回・1．500人へ依頼  
ハガキ：年間応諾率30％（21年実績25．8％）   

3  初回献血者：サンクスキヤンペ「ン （お礼状や血液の現状等のお知らせ）  年間初回献血者（約3．000人） 初回献血者の50％を複数回協力者へ   

4  400mL献血リピートキャンペーン   400mL献血者   年2回以上：400m」献血者の40％   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

山0 具体的対衰（痩目名）   対象   平成22年度目標（数値）   

l  母休限定キャンペーン実施   献血者   1日平均35人以上   

2  午前中のPC確保強化   血小板成分献血可能者   採血依頼数の完全確保（午前中に60％確保）   

3  市町村職員送迎：血小板成分献血   市町村職員   年間30回（1回当り5～6人）   

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  県東＋辛血液センター  

軋   具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

l  高校献血の全校実施   4qOmL献血可能者   協力者数1．000人以上   

2  短大・大学献血の実施   400mL献血可能者   協力者数1，200人以上   

3  セミナー開催   高校・短大・大学生   3回開催 参加200人   

4  若年献血者用パンフレットの作成   県内全中学校の卒業式で10．000人に配付  協力者数1．000人以上   

（a献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

岨   具体的：対舞く痕自名） 1紆象 車唾2全車虔自療く数億） 

l  献血ルーム案内チラシの作成  甲府市内の移動での献血者並びに各大学・短  
大において10，000人に配付  

2  はがきによる依頼  一定期間未献血者  献血ルームの献血者500名増   

新規献血協力団体の確保  献血ルーム周辺企業への献血協力依頼  献血ルームの献血者100名増   

4  献血ルームの新規献血者確保  新規来場者  平日の平均受入数を33人以上にする。  

（新規来場者へ記念品配付）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  長野県赤十字血液センター  

草体的対策（項目  革※∴象 軍碑22年寧日環（畢鱒） 

口  献血キャンペーンの実施  若年層を狙った街頭献血の実施  学生ボランティアによる街頭啓発活動10・20代  
構成比を40％   

田  学生の送迎  高校生、短大生、専門学校、大学  200名の送迎   

3  学校前での啓発物配布  高校生、短大生、専門学校、大学  固定施設の学生献血率を10％にする   

4  友達紹介キャンペーン  高校生、短大生、専門学校、大学  キャンペーン中紹介による献血者を100名確保  
る．   

（訊献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

④その他の具体的対策（①～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  岐阜県赤十字血液センター  

座   草体申村衰（顕串冬） 対∴象   平成2年度自奉（数埠）   

l  中学生への献血思想の普及啓発   県下全中学校   200校   

2■  高等学校への献血思想の普及啓発  県下全高等学校   79校   

3  大学・短大・専門学校への普及啓発献血   大学・短大・専門学校   各校献血者数50名以上   

②献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自  の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

車体的対舞嬢自割 ＝：ニ対≡‡象   ヰ塵碑摩冒穣（怒値仁   

口  職専免  県・市町村職員   月二回の依頼   

2  電話による依頼  該当者   必要人数   

3  ハガキによる依板  誕生月等献血間隔に応じて   月 5，000人   

4  学生の献血者送迎  大学生・専門学校生   10校  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置（表内及び指示事項記入）   

①若年層献血者確保対策  静岡県赤十字血液センター  

早年即対策（項目冬） 対 象   平成22年度目棟（数薩）   

口  新成人への叙血PR紙配布   新成人   10市町の新成人全員   

2  高校卒業者配布誌への献血PR掲載  高校3年生   県内全高等学校3年生   

3  献血セミナー開催   JRC、高校生献血サポーター、学生ボランティア  単発開催15回、通年開催3巨ヨ休 廷ベ1．000人   

（∋献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

具体的対策（項目名）   対 平成22年度目標（数値）   

メ－ルによる献血要請   複数回献血クラブ会員   メールによる献血依頼配信人数15．000名   

2  はがきによる献血要請   献血登録者、依頼要請応諾者   はがき送付枚数100，000枚 応諾率20％   

④その他の具休的対策（（》～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  蓉知県   血液センター  

Na 具体的鱒奉韓日肇） 対 象   平成Z2年度甲標（数値）   

ロ  中部学生リーダ【研修会の実施   短大・大学生   2回以上の研修会を実施参加人数100人以上   

2  学生献血連盟によるキャンペーン実施  18歳～22歳の若年者   年2回以上の実施参加600名以上で若年層10代20  
代の献血構成比35％以上にする   

高校■専門学校への出前授業を実施し、これ  
3   からの血液事業や献血について説明を行う。   

年間5校  

（∋献血協賛企業推進対策   

具体的対策（早耳名） 対象   平成22年度目標（数値）   

l  新規献血団体・企業の確保  献血未実施企業・団休   休眠団体、新規団体の献血実施50社   

2  優良企業・団体の年複数回の献血実施  1稼働あたり90単位以上の企業・  

日＝太   

3複数回献血者確保対策  

旗確約料東鳩目名） 鉦≡息 、成22年度目療（数億）  

口   メールによる献申要請  複数回献血クラブ会員  応諾音数（実協力者数）1．200人以上   

2   はがきによる献血依板  成分献血・400mL献血可能者     応諾者数（実協力者数）17，000人以上 

3   メール会員登録推進力ード配布  全献血者  メ≠ル会員新規登録6．000ネ  



平成22年度献血たより受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置（表内及び指示事項記入）  

①若年層献血者確保対策  三軍県東十字血液センター  

体的対郵卑自如 制象 ヰ斬経度自棲（鱒纏） 

セミナー開催  大学生・専門学校生・短大生・高校生   3回 120名  

大学・専門学校の学内献血実施回数の  7校 配車20回×45人 900名  
慢州∩  
中部統一学生献血キヤンペ－ン  18歳～29歳の若者   10・20代の献血者構成率32％以上   

②献血協賛企業推進対策  

瀬                                ≒≡て三‡∴∴早年野村郵項目阜） 、隈2享年度目碍（鱒嘩） 

新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施の事業所  20団体新規登録  

休眠状態の事業所の開拓   5年以   上献血に参加していない企業  20団1本以上  

成分献血協力団体の拡大   全血献血協力団体及び少人数の企菓・団体             10団体以上   

③複数回献血者確保対策  

早年鱒鱒  策（項早冬ト  平成22年度目標（≡数値） 

メールによる献血要    青  複数回献血クラブ会員  応諾音数500名以上  

企業への年間回数の増加  企業内職員  400m一献血間隔、年間採血量を考慮した献血日程  

葉書による献血依頬  前回献血から一定期間の未献血者  応諾者数1500人以上   

④その他の具休的      対策（（ひ～③以外の独自      の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

車体的申車（項郎 掛∴泰 猥軍2年寧日漂（教嘩） 

成分登録者の募集  条件に合致する献血者 100人／月  

電話による献血依頼（夜間）  成分献血協力依頼可能者  100人／月  

次回予約の推進  成分献血にご協力頂けた方  100人／月  

ウイークデー献血キヤペーン  3施設において平日に硬分献血協力  225人／月   

平成22年度献血により受入れる血液の目榛量を確保するためと必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  滋智県東十字血液センター  

恥 草体鱒如寮（項自名ト   凍上＝1象 ヰ鱒22年度目標（数値）   

口  DM・メールによる献血依頼   18～29歳の400mL献血可能者   協力者数1．500人以上   

2  ふれあい体験学習  小・中学生   3回開催 参加500人   

3  学内献血とセミナー開催   短大・大学生   12回開催 参加840人   

4  若年者街頭献血キャンペーン   18～29歳の若者  参加1．500人以上期間中の10、20代献血者  
構成比50％以上   

（∋献血協賛企業推進対策  

藩轍坤和郎㈲ 町］≡寄 乎成字2年畢目席（数値）   

l  新規・休眠中献血協力企業・団体の確保    献血未実施および献血会場周辺企業   新規等登録10社   

2  緊急要請可能な待機型団体の確保    母体・ルーム周辺の小規模企業・事業所   動員協力団体5社   

3■  献血協力団体等の確保  献血協力団体及び献血推進団体   協力団体5社増加   

③複数回献血者確保対策   

草体鱒対東（卑早和 ；∴※象 ヰ戌2二2年度目療（数値） 

口  メールによる献血要請  複数回献血クラブ奉員  応諾者数（実協力者数）500人以上   

2  はがきによる献血依頼  前回   採血から「定期闇未献血者   応諾音数（実協力者数）3，000人以上   

3  実施場所（企業・団体）の年間回数の増加    年1回実施場所（企業・団体）  5カ所   

4  郵送によるメール会員募集  若年献血者  新規登録者200人以上   

④その他の具体的対策（①～③以外の独      自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

臭捧姫鱒郵自  ヽ：  平成早2年度目鱒（数値） 

ロ   近隣大学生への献血勧誘  母体の近隣大学生（立命・龍谷）  3人／日を目標に年間600人を確保する。  

2   DM及び   電話による献血依頼  母体刷∵ムの血小板成分献血者を含む全献血者  ∩                       3人／日を目標に年間1．000人を確保する。   

3   次回の予約推進  母休リレームの血ノイ＼板成分献血者  2人／日を目標に年間700人を確保する。  



平成22年度献血により受入れる血液の目榛量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  京都府禾十字血液センター  

具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

l  献血ルームでの献血セミナー開催   小学校高学年とその保護者   7月・8月 5回開催 参加100人以上   

2  18歳からめ献血体験キャンペーン   府内18歳以上の高校3年生、専門学校生   期間中の参加者数100人以上   

3  献血会場外での献血セミナー（献血検  ①JRCトレセン参加の中・高生、②京都市ふれあいまつり来  （か参加150人以上、（∋参加200人×4日、（∋  
定）開催   場の小・中学生、G）成人式出席者   参加200人以上   

②献血協賛企業推進対策   

③複数回献血者確保対策  

仙  真休的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

口  「ワンモア献血カード」キャンペーン   献血ルームでの400mL、成分献血者   
400mし献血者3．500人確保（美人数）、年間3  
回以上の成分献血者3．000人確保（実人数）   

2  はがきによる献血依頬（献血ルーム）  前回献血6カ月前の400mL献血者 年間10．700人   応諾者2．000人   

3  献血依頼メールの送信   複数回献血クラブ会員   
血液不足時要請2，000人／年間、応諾率15％  
以上   

4  情報提供メ←ルの送信   複数回献血クラブ会員   
1カ月に1回程度の頻度で会員全員に情報提  
供   

5  健康相談事業（健康教室）め実施   複数回献血クラブ会員   1回20人の参加、8回（8日間）実施   

6  講演会の実施   複数回献血クラブ会員   40人参加、年1回実施   

7  複数回クラブ新規登録キャンペーン  京都府内大学生、専門学校生を主体   新規登録者30人／1回、年6回実施   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  血液センター  

N年  兵体町き  帯締車名   対象   平原22年度目標（数偉ト   

学生400mL献血キャンペーンの実施  大学生・専門学校生   協力者数3．000人以上   

2   

献血おもしろゼミナール開催  小学生（保護者）   16回開催 参加1，200人   

2 血   賛企業推、対策  

具体師範頃日  対 平痍22年摩目榛（数値）   

新規献血協力企業・団体の確保  献虫未実施企業・団体  」も0社   

2   

緊急要請可能な待機型団体の確保  官公庁等  10団体   

3複数回献血者確 対策   

兵捧的村寮蝮自釦 測 平成22年康卓療（廠唾）   

メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾数（実協力者数）6．000人以上   

2   

ハガキによる献血要請  前回採血から一定期間未献血者  応諾数（実協力者数）15．000人以上   

3   

実施場所（企業個体）の年間回数の増加   年1回実施場所（企業・団体）  30カ所  

4   
複数回献血キャンペーンの実施  前回採血から一定期間未献血者  応諾数（実協力者数）2．000人以上  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  長庭県赤＋宇血液セソター  

弓  療亘冬巨  成2年度目郵鱒唾） 

口  18歳の献血キャンペーン  県下全高等学校3年生  16   ～2 

2  芳年者献血キヤンペ⊥ン  10代、20代  ／／  

3  親子見学会  小学生中高学年  100   名参加   

（∋献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

具体的対策（頂早冬） 対1＝‡象∴  成2？年度早榛く鱒嘩）   

はがきによる献血要請  全献血者  複数回献血者の割合27．5％を達成する。   

2  メーノHこよる献血案内  ／／  ／／   

3  献血会場にて複数回献血会員の勧誘      10歳代～30歳代を中心とした若年層      会員全休の70％以上   

④その他の具体的対策（（D～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年層献血者確保対策  奈良県赤十字血液センター  

（∋献血協賛企業推進対策  

頒瀬郎対東（項自阜）   対∴濠 平成22毎度目標（薮値） 

l  新規献血協力企業・団体の確保  献血未実施の企業・団体及び献血会場周辺企業等  24社新規登録   

2  休眠事業所、団体の再開の働きかけ    休眠事業所、団体   12社登録   

3  緊急要請可能な団体の確保  既献血団体及び少人数の企業・団体   協力団体5社   

③複数回献血者確保対策  

凄味的対策（琴亘名ト   軒1象 平成≠′2毎度自壊極値）   

ロ   メールに皐る献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）500人以上   

2   は力学による献血依頼  前回採血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）2，500人以上   

3   複数回献血キャンペーン  400mL献血可能者   平均年聞献血回数を1．3回に上げる   

④その他の具体的対策（（》～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

うi▲’・威†   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  和歌山県 赤＋李血 液センター  

隠   具体的対策（鱒目名）   対 象 平成22年度目標（数値）   

口  学生献血推進協議会主催キャンペーン  大学生、専門学校生、一般   年4匡l、500人以上の献血者を確保  
するh   

2  高校生献血学習   高校生   3校以上で実施し、講習後、献血体験  
を行う。   

3  ハガキによる献血依頼   18～29歳の400mL献血可能者   左記年齢を対象とした検索を行い、10  
00人／年に依頼ハガキを出す∩   

②献血協賛企業推進対策  

具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

ロ  新規献血協力企業の開拓   献血協力未実施企業   新規登録10社。   

2  緊急要請可能な団体の確保   既献血団体による追加協力   動員協力団体5社確保。   

3  休眠企業・団体の開拓   過去5年以上献血未実施の企業・団休  再開拓5社。   

③複数回献血者確保対策  

No．  具休的対策（琴目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

口  電話りヽガキによる献血依頼   前回献血から一定期間未献血者   ハガキ依板4万人／年   

田  企業・団体における年間協力回数の拡大  年1回実施の献血協力企業・団体   10社・団休開拓   

3  複数回献血クラブ入会勧誘   複数回献血クラブ未加入者   1000人の新規加入   

（動その他の具体的対策（①～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  鳥取県   字血液センター  

No   具体的対策（項目名）   対 ∴象   平成22年度目標（数値）   

ロ  研修、セミナーの開催   高校生、大学生、県・市新規採用職員   6回開催 参加200人   

田  若年層献血キャンペーン   18歳から29歳の若者   期間中の10代20代の構成比30％以上   

3  はがき・Eメールによる献血依頼の強化。  18歳から29歳の成分献血、400mL献血協力者  年間10．000人を目標   

②献血協賛企業推進対策   

兵体鱒対策（頂目名） 翻㍉＝奉 卒園22年度目鱒（数値）   

口  緊急要  可能な企業の確保   固定施設近隣企業   10社増加   

白  休眠企業団体の配車の方法等の拡大   規模縮小により献血実施できな〈なった企業、団体  20社   

3  事前推進の徹底  献血協力団体   鳥取・倉吉・米子市内の献血協力団体500社   

4  ライオンズクラブ等の連携強化  献血推進協力団体   献血推進活動回数を12回増やす．   

③複数回献血者確保対策   

苓和軸纏嘩（卑早名） 寅卜 判如2年卑自寧（数嘩） 

口  メール、はがきによる献血要請・イベント案   複数回クラブ会員。   応諾率30％以上   

2  街頭献血におけるはがきに≠る依頬。  前回採血からの一定期間未献血者 応諾率30％以上   

3  実施場所（企業・団体）の年間回数の増  －   10企業の増加   
∩   

4  新規登録者キャンペーンの実施。   複数回クラブ未会員   新規会員500人の登録  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

対 




